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1 は じ め に

第 1報 ,第 2報では,夏作マルチ栽培,越冬作物におけ

る被覆窒素肥料の施用効果を報告した。本報では生育期間

が長く,マルチ,屋根ビニール被覆を行う促成,半促成栽

培イテゴに対する被覆窒素肥料の施用効果を報告する。

2試 験 方 法

(D 窒素溶出率の推定

試験圃場において,地温を計測し,深度 5セ ンチ地温の

平均値を用いて,T社製被覆窒素肥料溶出推定プログラム

によって推定した。

9)イ チゴに対する被覆窒素肥料の施用効果
1)試験年次 (定植年次) 1990～ 1991年
2)試験場所 住田町 (表層腐植質多湿黒ボク土)
3)供試肥料 ①試作肥料 I(械震尿素入り配合肥料―
窒素成分の内70%が被覆尿素100日 タイプ) ②試作肥料
Ⅱ (同窒素成分中70%が被覆尿素140日 タイプ) ③慣行
肥料 (CDU態窒素主体,追肥は液肥)。

4)試験区の構成・窒素施肥量 (表 -1)

表 1 各年次の施肥量と耕種概要

5)供試品種 女峰
6)硝酸態窒素 (以下N00-N)測 定 ルートオー
ガーによつて畝中央部から上壌を深さ10セ ンチ毎に50セ ン

チまで採取し,生土のまま硫酸カリ・硫酸銀水溶液でN03-
Nを抽出し,イ オンメーター法によって求めた。

3 試験結果及び考察

生育初期から被覆尿素区の生育量が勝り,推定窒素吸収

量も被覆尿素区,特に100日 タイプ区が多かった (表 2,

3)。 全ての区で,4月以降の推定総窒素吸収量は殆ど増

加せず,葉柄の窒素の保持量が低下していることから,生

育後半には土壌中の室素は余り吸収されず,葉柄などから

果実などへの転流が生じているものと思われる。

収穫始めは両年次とも慣行区で早かったものの,積算収

量については安定して収穫された被覆尿素区が多かった

(図 1)。

N00-Nは 施肥後,ビニール被覆を行うまでは,雨や定
植後の灌水によって50セ ンチ以下の層に移行していた。そ

の後マルチ,屋根被覆によってN00-Nの ド方への動きは

少なくなり,被覆尿素区では上層 (30セ ンチまで)でやや

高くなったが,4月 頃になると殆ど地力窒素レベルにまで

低下した。慣行区では,H月 頃にすでにNO,一 N濃度は低

くなり,その後低いレベルで推移した (図 2)。

地温は深度別に測定したが,深度別の差が小さかったた

め (データ省略),5セ ンチの値からT社製被覆窒素肥料

溶出推定プログラムによって溶出パターンを推定した (図

3)。

上層のNO,一 N濃度と被覆尿素肥料の溶出パターンと

は単純には比較できないが,いずれも3月 頃までは100日

区の濃度が高く,その後140日 区の濃度が高くなるという

表 2 草高,葉色の推移 (1990)
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表3 時期別推定窒素吸収量 (1990)

*1 3/1日 までは葉身,葉柄は区別しなかったので葉身の欄に示した。
*2 累計値
*3 葉かき葉,果梗,ラ ンナーは含まれない。
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図 1 積算収量の推移

傾向では概ね一致し,それぞれの肥料の特徴は現れていた

(図 2,3)。

以 しのことから,イ チゴ (女峰)の促成・半促成栽培に

おいて被覆尿素肥料を施用することにより追1巴省略,及 び

施肥効率の向上が可能であると判断された。推定窒素吸収

量の推移などから,生育後期には土壌からの窒素吸収は少

ないとみなされるため,本作型の肥料としては,後期まで

溶出する140日 タイプは適当ではなく,地温からみた推定
溶出率や,土壌中の硝酸態窒素濃度推移.積算収量などか

ら,100ロ タイプが適当と思われた。
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図2 土壌中N03-Nの 時期別推移 (1990)
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図3 地温 (5セ ンチ)よ り推定した被覆尿素の
溶出パターン


